
ICTを活用した授業改善、遠隔教育の推進を図る

～情報活用能力の体系表の活用と保護者連携の可能性を探る～
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1. ICTを活用した授業改善

（１）本校独自の「情報活用能力体系表」及び「情報活用能力チェック表」の作成と活用

①情報活用能力体系表及びチェック表を活用し、児童生徒の情報活用能力の実態を把握し、学習指
導の改善・充実の目安とする。

②各教科（単元）で、基本的な操作の習得機会や情報活用能力の指導重点を確認し、情報活用能
力が網羅的に育成されていることを検証する。

（２）授業におけるICTの活用について

①児童生徒がICTを効果的に活用する授業実践

②プログラミング教育の実践

2. 遠隔教育の推進

校内外でのICT活用をした遠隔教育の実践

3. ICT活用に関する理解を深めるための保護者向け研修会や体験会の実施
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１（１）本校独自の「情報活用能力体系表」
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成果
・児童生徒の情報活用能力が把握できる。
・継続して学習を積み上げることで、情報活用能
力を向上させられる。
・学習の偏りのある児童生徒に対し、取り組むべ
き学習や経験を的確に把握できるようになった。

課題（明らかになったこと）
・本校児童生徒の実態の一例として「まとめに関
する能力「表現・伝達に関する能力」に落ち込み
のある児童生徒は、言語能力に落ち込みがある。

１（１）①情報活用能力体系表及びチェック表の運用、児童生徒の実態把握と授業改善

「学習の基盤となる資質・能力」
をバランスよく育成する必要
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１（１）②各教科（単元）で、基本的な操作の習得機会や情報活用能力の指導重点を確認

成果
・すべてのカテゴリーに対し、全教
科で、情報活用能力の育成に関
する学習内容があることを確認。

情報活用能力が、教科を横断し
て網羅的に育成されていること
が検証できた。

6

１（２）授業におけるICTの活用について

成果
・ICTへの興味関心が高く、学習に意欲的。
・苦手なことに対するハードルが下がり、学習に積極的に。
・共同作業や他者の参照により、不安の軽減。
・協同的学習機会の確保。

課題
・情報選択能力や情報収集のスキルなど高い情報活用能力が必
要な場面がある。
・教師側が目的意識をしっかり持つこと。
・実体験が不足している児童生徒に対し、学習機会の確保。

デジタルとアナログをバランス
よく組み合わせ取り組む必要性



7

校内の遠隔

教室B教室A

学校間の遠隔

前籍校

病室

校外との遠隔

２ 遠隔教育の推進
成果
・空間的・時間的制限の緩和 

・心理的な制限の緩和 

・集団参加への足掛かり

課題
・見え方の配慮 

・他機関との連携
・通信環境や機材
・機材の管理や保証
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３ 保護者のICT活用への理解を深める研修の実施

連絡手段の確認
・健康観察
・緊急メール
・チャットの利用

プログラミング教育の体験

ICTを活用した学習の参観

ICTリテラシー向上研修

ICTへの誤解の解消

家庭内で話し合いの
きっかけに

時間的な制約の解消

保護者との連携を深められた。

課題
・日々進化するICTへの対応
・継続的な保護者の理解啓発

成果


